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スリランカ地域コミュニティのエコツーリズムによる水と緑の保全支援

【活動場所】 スリランカ

【事業目的】 豊かな自然を有しインド洋に浮かぶ真珠と称されるスリランカも、人口の急増や森林伐採、焼畑農業などにより1900年

から1992年にかけて森林面積が国土の70％から24％へと急激に減少した。本事業は、先進事例研究で得られた知見を提供して

森林や水資源を持続可能な形で活用する政策への転換を目指し、同国主要産業であるツーリズムを自然環境と地域住民生活の

両面から持続可能なものにすることを目的に実施する。

【活動内容】

①エコツーリズム認証制度（NSTC）創設ワークショップの開催：政府、大学、ツーリズム

産業の関係者計26名が集まり、問題意識の共有と制度運用の方向性について討議。

②コミュニティ型ツーリズム（CBT）の視察：ﾎｰﾙﾄﾝﾌﾟﾚｲﾝｽﾞ国立公園エリアのUdaveriaで

開催されているトレッキングや茶摘み体験を主体としたツーリズムを視察。

③地域コミュニティの自然保護、森林自然保全に関するフィールド調査による分析

【活動成果】

本件はスリランカ国内初となるNSTCを、中小事業者やCBTへ特化して立ち上げることを目

指すもの。創設ワークショップでは、ツーリズムの主要な担い手である中小事業者やCBTに対

して持続可能なツーリズムのあり方を教育し実践させていくための動機付けとして、NSTCが

果たす役割りの大きさが改めて認識された。CBTの視察では、ツーリズムの収益の一部が地

域に還元されているが、現状はあくまでも単発的に行われているにすぎないことが判明。世界

からツーリズムを惹きつけて地域住民の生活改善に繋がる体系的な構築がなく、自然環境

の保全への取り組みは手つかずであり、行動指針としてNSTCの導入が必要であることが確

認できた。

認証制度創設ワークショップ

茶摘み体験の様子


